
濃縮度試験報告書

1，試　料　名

構　造　式

ペンタク口口アェノール

（試料」伍K」566）

㎝

㎝

OH

㎝

㏄
㎝

同　　　定　　　GC－MSスペクトル　〔図一17参照）

性　　　状

　外　　観　　　灰褐色粒状

　純　　　 度　　　　　95％以」二〔　　　　　　　　　用純試薬使用）

　分配係数〔n一方クタノτル／水）

　　　　1㎎P－5・Olヤ

　溶解性　　　対水一7ス2ppm〔TOO計による）
　　　　　　　対メタノr’レ，アセトン，ベンゼン四一ヘキサン

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1，000ppm以上

　　　　卦　C．　Hansch　e七　al．，　Chemical　Rev土ews，

　　　　　エ主，6，（1971）

2・試験期間　昭和56年8月2『6日～昭和5野年1，2月18日

5．　試験方法及び条件

総繰綿騨・一一
51　TLm試験
　（a）試験魚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1　　　ヒメダカ　平均体重　0．29g　塩化第二水銀検定合格魚

　　司　田端健二：用水と廃水，14・1297～15日5〔1972）

　（b）溶解法（分散剤及ぴ分散法）

　　　分散剤

　　　　硬化ヒマシ油（HCO－20，HOO一・50）

　　　溶解法〔分散法）

　　　　供試物質0．1gと硬化ヒマシ油（HCO－20）、

　　　　　（HCO－50）各1gをアセトンに溶解した後、アセ

　　　　　トンを留去する。つぎに水を加えて、全量を0，1∠に

　　　　　しr，OOO　ppm（w／v）の分散液を調製した。

　（c）　試験温度　　　25　±　1て二

　（d）試験結果

　　　　48時間TLm値：O．505ppm（w／v）

　　　　　　　　　　　　　　（図一5参照）

5．2　濃縮度試験

5．2，1　試験条件



（a）　水系環境調節装置　　流水式

　　　試験水槽

　　　　ガラス製

　　　　容　　量　　100五

　　　　流水量　115B∠／日

　　　　原液酔2：希釈水＝4雇／分：800認／分

　　・2　51（b）で調製した分散液を希釈して原液とした

　　　　　第二濃度区用原液　α6ppm（w／v）

　　　　　　第2濃度区用原液　0、06ppm〔w／v）

（b）試験魚

　　　コイ　平均体重　 22．6g

　　　　　　平均体長　　97α月

　　　　　　　　　　響5　　　　　　平均脂質含量　　　5．4％

　帰5　　且（王Bligh　andWJ．Dyer，Oan．」．BioohcmPhysinL，

　　　37，911（1959）

〔C）　外部消毒及び順化

　（1）　外部消毒

　　　　止水状態で10ppm塩酸ク・ロテトラサイクサン水溶液

　　　　で24時間薬浴を行った

　⑧　順　　化

　　　　25℃x14日間

（d）試験温度　　25±二℃

（e）　水槽中の溶存酸素量

（f）

　図一15及び16参照

水槽濃度

設定理由

　精度よく定量できる濃度は約a4ppb〔図一4ε参照）

　である。水分析時の前処理操作にむいて40倍濃縮して

　回収率が9Z5勇であり、予備飼育7日間の結果上り、水

　槽濃度の低下を5弱と見込み、第2濃度区の水槽濃度を

　0．5ppbと設定した・第1濃度区は第2濃度区の1日倍

　に設定した。一

　〔計算式）　第2濃度区の水槽濃度は一

　　　　　　　a4　　　　　　　　　　　　　　≒　O．3　ppb
　　　　　　gZ5　　二DO・一5　　　　　　に在る
　　　　　　100　　　　10〔〕
　　　　　X　　　　　　　X
　1000
　　25

設定値 〔単位p　p　b　w／v）

供試物質
分　　散　　剤

HOO－20 HOO－50

第1濃度区　　　　　5
50 50

第2濃度区　　　　a5
3 5

　実測値

表一1　濃縮倍率を求めるための平均議度（単位p　p　b　w／v）

1　　W 2　　W　　4　　W　　　　－

6　　W 8　　W
一　　一

謔P濃度区 2．82 2、72　　　2．88 2．B1 2．79

第
2
濃
度
区
L

O，552 0．291　　0，295 0，285 0，28日



52、2　分析条件

（且）使用分析機器及び条件

　　　装　　　置　　　ガスクロマトグラフ型一日本電子JGひ2巳K

　　　カ　ラ　ム　　10僑OVr225／クロモソルブWHP

　　　　　　　　　　2m×4■置／，ガラス製

　　　カラム温度　　 170℃

　　　キャリアガス　　N2

　　　検　出　器　　一EOD

（b）標準溶液の調製法

　　　供試物質ロ・1gを精秤しベンゼンに溶解後、全量を

　　　田ローに定容して1，00□ppm〔w／v）の標準液を調製し

　　　た。これをさらにベンゼンで希釈後分取し、水分析と

　　　同様な方法によリエーテル化反応を行い標準溶液とし

　　　た。

（c）　分析試料の前処理

　〔1）　魚　体

　　　　　　　試
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上記操作による回収率　106％　（供試物質口、9μg添加）



　頑　カラムク・マトグラフの条件

　　　　クロマト管　　20勲φ，ガラス製

　　　　充てん剤　 5％含水シ］∫カゲル10g〔和光純薬製）

　　　　　　　　　　　〔n一ヘキサンで充てん）

　　　　分画法：第1画分　　n一ヘキサン　　1DO認

　　　　供試物質は第1画分に溶出する

　②　試・験水

　　　　　　辱蕊・騨鷲

　　　　　　　　　i蹴ン羅呂灘匝

　水　層　　　n一ヘキサン層

　　　　　　　　　　・濃縮
　　　　　　　　　←q一与弱一塩酸／メタノrル　 1滴
　　　　　　　　　←メタノー≒ルー　　　　　　1｛ε
　　　　　　　　　←ジアゾメタン〔エーテル溶液）　10一
　　　　　　　　　i・放置
　　　　　　　　　』濃縮
　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　←n一件サーン　20酵
　　　　　　　　　←脱塩水　　　5冠
　　　　　　　　　　・振とう

水層1

｠噂　　　　　　　　　1・ろ過
　　　　　　　　　1・定容〔r＾キザン）50一　　25認

　　　　　　一　　　　　　睡

　　　　　　　　　　第1区10場　　　　第1区0、6μg
上記操作による回収率　　　　　　〔供試物質　　　　　　添加）
　　　　　　　　　　第2区9Z5多　　　　第2区日．5μg

4、試験結果

4．1　供試魚の状態

　　　外観観察結果　　正常

4，2　濃縮度試験の結果

　　表一2　供試物質の濃縮倍率

1　W 2　W 4　W 6　W 8－ v

第1濃度区
198
P5B
140
P55
140
X8

94

P4て

59
P16

第2濃度区
84
P65
224
P98
151

X日

121
P61

99

i45）

参考値：〔　　）で表示

左か試験結果の表示について濃縮倍率と定量精度の関係は次の通りである。

！魚体中濃度〔ppm） 濃　縮　倍　率 計算方法〔P即）

精度よく定量できる 第i区 4．7以上
A

　　　　　　　　ロ．015以上範囲・

第2区 4フ以上

　e　　　　　D一一　X1目口　　　ExF

参考値の範囲巳0015～ロ，013　　　　　　　1 第1区

謔Q区

口．5～　4．7

S．5～47

第1区 0．5以下
B

検出限界の・範囲a0015　以下
@　　　　　　l　　　　　　　I 第2区 4．5以下

@　一一LIOO

C　　　　　D　　x　皿

@　　EXF

一A・精度よく定量できる濃度＝日．OO84ppm（図一4a参照）

B・検出限界の濃度（S／N＝2）

O・回　収　率　：　106％

D・魚体重：　50g

：0．0008ppm（図一4a参照）

　　　E・最終液量：50冠

　　　F・分取比　　　て

　　　　　　　　　　　　以上


